
1．はじめに

『真珠の耳飾の少女』に代表されるヨハネス・フェルメール
の作品は，優れた遠近法と写真のように忠実な画法とにより，
多くの人を魅了している。彼は，ただ目の前の世界を再現した
いということから，それまで表現できなかった色を作り出し，
的確にその世界を再現している。現存する彼の37作品の多く
は，窓や窓ガラス（ステンドガラス）越しの陽光と，それが作
りだす陰影が描かれているだけでなく，陽光の反射の仕方によ

る微かな色の変化や違いも十分に再現されている。
このように色は，照射した光の反射によるものであり，その

種類や照射の仕方で大きく変化する。本編では，色と光とを
テーマに，現在，さまざまな分野で用いられている人工光源の
種類，発光原理，特徴などについて概説する。また，人間の心
理に及ぼす色の影響についても説明する。

2．光源の種類と波長

光は電磁波であり，その波長によって呼称が異なる。図-1

に示すとおり，1～400 nmの波長の光を紫外線，400～780 nm
を可視光線，780～1 mmを赤外線と呼び，さらに紫外線は波
長が短いものから真空紫外，UV-C，UV-BおよびUV-A，また
赤外線は近赤外線，中赤外線および遠赤外線，極端遠赤外線に
分類される。また，紫外線より短いものとしてX線やγ線，赤
外線より長いものとしてマイクロ波や電波がある。人間が網膜
にある錐体細胞で認識することができる波長は380 nmの紫色
から770 nmの赤色まである。太陽光にはこれらの波長がすべ
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図-1　各波長分類
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要　　　　旨

色は光の反射によって生じる現象であり，色と光（光源）の種類や波長，その構造は密接に関連している。本稿では，特殊な波長
をもつ光源の種類や，各種光源の分類，発光原理に加え固体発光素子であるLEDおよびレーザー光源について解説した。さらに，産
業で色彩を判断するための標準光源について説明し，光や色が人間に与える影響について，具体的な商品開発現場から，その経験を
含め解説し，医学的な観点からの色彩について述べた。
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